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凡
例
一
、
底
本
は
、
『
叢
書
集
續
』
收
の
『
明
史
樂
府
』
一
卷
（
光
一
一
年
・
宋
澤
元
校
刊
本
・
懴
庵
）
に
基
づ
い
た
。
二
、
譯
は
、
解
題
・
尤
珍
・
料
・
詩
・
語
釋
・
	釋
の
順
で
竝
ぶ
。
三
、
尤
珍
に
對
す
る
語
釋
は
（
）

に
記
し
た
。
四
、
換
韻
位
置
は
、
訓
讀
の
下
に
」
で
示
し
た
。
11
老
客

元
に
義
を
守
り
、
貳
臣
と
な
る
こ
と
を
ん
だ
楊 よ
う
維 い

て
い
（
一
二
九
六
―
一
三
七
〇
）
の
事
蹟
を
、
老
客
に
擬
し
て
歌
う
。
老
客
と
は
老
い
た
寡
の
こ
と
。
楊
維
に
は
「
老
客

」
詩
が
あ
り
、

き
夫
に
貞
を
守
る
老
を
く
。
同
詩
お
よ
び
明
同
「
老
客
傳
」
は
、
明
朱
存
理
『
珊
瑚
木
』
卷
八
に
見
え
る
。
楊
維
、
字
は

れ
ん夫 ぷ
、
浙
江

し
よ

き
の
人
。
父
が
鐵
崖
山
て
つ
が
い
さ
んに
い
た
讀
書
樓
に
こ
も
っ
て
學
問
に
專
心
し
た
こ
と
か
ら
、
鐵
崖
と
號
し
た
。
元
の
泰
定
四
年
（
一
三
二
七
）、
三
二
で
士
に
第
、
天
台
の
尹
を
司
り
、
そ
の
後
、
錢
場
鹽
司
令
に
改
め
ら
れ
た
。
や
が
て
、
江
西
等
處
儒
學
提
に
昇
格
し
た
が
、
元
末
の
兵
亂
に
卷
き
ま
れ
、
錢
塘
へ
と

す
る
。
張
士
 に
何
度
も
招
か
れ
る
が
應
じ
ず
、
さ
ら
に
、
時
の
丞
相
!識
チ
ム
ー
ル
に
反
抗
し
て
松
江
へ
と
"れ
、
玄
圃
・
蓬
臺
を

い
て
多
く
の
文
人
た
ち
と
交
流
し
た
。
ま
た
、
朱
元
璋
は
天
下
の
#賢
を
集
め
よ
う
と
し
、
洪
武
二
年
（
一
三
六
九
）、
同
（
一
三
〇
五
―
？
）
を
$わ
し
て
招
い
た
が
、
こ
れ
を
謝
%し
た
。
こ
の
時
に
作
っ
た
の
が
「
老
客

」
（
一
名
「
鍼
線
」）
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
楊
維
は
&史
に
'し
く
、
科
の
經
義
（
科
目
名
）
で
は
『
春
秋
』
を
(擇
し
た
。
明
宋
濂
「
楊
君
)誌
銘
」
に
は
、「
泰
定
丁
卯
（
一
三
二
尤
『
擬
明
史
樂
府
』
譯
（
三
）
*本
+一
監
修
・
尤
,
-究
會
譯

七
）、
春
秋
を
用
て
士
の
第
に
擢
ん
で
ら
る
」
と
い
う
。
至
正
三
年
（
一
三
四
三
）、
順
が
詔
し
て
宋
金
の
三
史
纂
を
命
じ
る
と
、

總
裁
に
任
じ
ら
れ
た


ト
ク
トは
三
史
竝
立
の
基
本
方
針
の
も
と
、
纂
事
業
に
手
し
た
。
楊
維
	は
こ
れ
に
不

を
鳴
ら
し
、
宋
を
正
統
と
す
る
「
三
史
正
統
」
（
元
陶
宗
儀
『
南
村
輟

』
卷
三
・
明
貝
瓊
「
鐵
崖
先
生
傳
」
引
）
を
撰
し
た
と
こ
ろ
、
總
裁
官
の
一
人
で
あ
っ
た
歐
陽
玄
は
、
「
百
年
の
後
、
公
論
此 こ
こ
に
定
ま
ら
ん
矣
」
と
感
し
た
と
い
う
（
「
楊
君
誌
銘
」
）。
し
か
し
、
修
史
を
ぐ

等
に
疎
ま
れ
、
三
史
纂
に
は
結
局
關
わ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
な
お
尤
珍
で
は
元
史
纂
に
參
與
し
た
と
さ
れ
る
が
、
楊
維
	の
作
品
・
傳
記
か
ら
は
確
さ
れ
な
い
。
に
『
東
維
子
文
集
』『
鐵
崖
古
樂
府
』『
復
古
詩
集
』
等
が
あ
る
。
傳
は
宋
濂
「
楊
君
誌
銘
」、『
明
史
』
卷
二
八
五
・
文

傳
。
な
お
本
一
「
世
文
傳
其
二
薩
剌
・
丁
鶴
年
・
楊
維
	」
（
『

山
學
院
短
期
大
學
究
年
報
』
第
二
二
號
、
一
九
七
四
）
に
「
楊
君
誌
銘
」
の
譯
が
あ
る
。
危
き
素 そ
（
一
三
〇
三
―
一
三
七
二
）、
字
は
太
樸
た
い
ぼ
く
、
江
西
金
谿
の
人
。
元
に
仕
え
、
宋
金
三
史
の
纂
に
參
與
し
た
。
朱
元
璋
の
軍
が
大

に
入
す
る
と
、
報
恩
寺
に
身
を
寄
せ
て
い
た
危
素
は
、
井
に
身
を
投
げ
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
の
大 だ
い梓 し
に
「
國
史
は
公
に
非
ざ
れ
ば
知
る
莫
し
、
公
死
す
る
は
是
れ
國
の
史
を
死 こ
ろ
す
也
」
と
引
き
留
め
ら
れ
、
殉
 を
思
い
と
ど
ま
っ
た
と
い
う
（
宋
濂
「
危
公
新
碑
銘
」
）。
後
に
危
素
は
明
に
仕
え
、
元
史
纂
に
も
參
與
し
た
が
、
や
が
て
朱
元
璋
に
疎
ま
れ
、
洪
武
三
年
（
一
三
七
〇
）
四
!、
和
州
（
今
の
安
徽
和
縣
）
に
流
謫
さ
れ
、
そ
の
二
年
後
に
歿
し
た
。
な
お
、
尤
珍
に
引
く
危
素
の
"話
は
、『
明
史
紀
事
本
末
』
卷
一
四
・
開
國
規
#な
ど
に
見
え
る
。
に
『
$學
齋
稿
』
『
雲
林
集
』
等
が
あ
る
。
傳
は
宋
濂
「
危
公
新

%銘
」、『
明
史
』
卷
二
八
五
・
文
傳
。
本
詩
は
楊
維
	の
事
蹟
を
中
心
に
&き
つ
つ
、
末
尾
に
最
'年
の
危
素
を
對
照
(に
添
え
る
。
二
人
は
ほ
ぼ
同
時
代
に
生
き
、
と
も
に
史
才
を
稱
さ
れ
た
が
、
出
處

)を
く
*に
し
た
。
二
人
の
處
世
を
對
比
す
る
+點
は
、
明
王
世
貞
『
,
卮
言
』
卷
六
に
夙
に
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
-趙
.『
廿
二
史
箚
記
』
卷
三
二
・
明
初
文
人
多
不
仕
は
、
明
初
に
出
仕
し
た
文
人
た
ち
の
不
幸
な
最
期
を
列
/し
た
の
ち
、
「
當
時
文
學
を
以
て
官
を
授
け
ら
る
る
も
、
而
も
卒 つ
いに
0よ
り
1れ
ず
、
宜 む
べな
る
か
な
維
	等
の
敢
て
職
を
受
け
ざ
る
也 や
」
と
い
い
、
楊
維
	の
處
世
を
肯
定
す
る
。
［
尤
珍
］
楊
維
	圃
を
松
江
の
上 ほと
りに
2く
、
3陽
巾
を
戴
き
、
鶴 か
く
4
し
よ
うを
披 き
、
船
屋
の
上
に
坐
し
、
鐵
笛
を
吹
き
て
、
5
6弄
を
作 な
す
、
洪
武
二
年
、
7同
せ
ん
ど
うを
8わ
し
て
9を
奉
じ
て
之
を
:せ
し
む
、
維
	謝
し
て
曰
く
、
尤
;『
擬
明
史
樂
府
』
譯
（
三
）（
<本
・
尤
;研
究
会
）
67
豈
に
八
十
の
老
の
再
び
嫁
す
る
有
ら
ん
耶 や
と
、
因
り
て
老
客

詞
を
賦
し
て
御
す
、
又
た
自 みず
から
詩
に
べ
て
云
う
、
皇
書
し
て

す
老
秀
才
、
秀
才
下
る
に
懶 もの
うし
讀
書
臺
と
、
且
つ
曰
く
、
皇

吾
の
能
を
竭 つ
くし
吾
の
能
く
せ
ざ
る
	を

い
ざ
れ
ば
則
ち
可
、
否 し
から
ず
ん
ば
則
ち
を
踏
み
て
死
す
る
こ
と
有
る
耳 の
み
と
、
上 し
よ
う
之
を
允 ゆ
る
し
安
車
を
賜
い
て
闕
に
詣 い
たら
し
む
、
元
史
を
修
し
、
禮
樂
書
を
纂
せ
令 し
む
、
留
む
る
こ
と
百
二
十
日
に
し
て
、

か
え
ら

し
む
、
宋
濂
詩
を
り
て
云
う
、
受
け
ず
君
王
五
色
の
詔
、
白
衣
も
て
宣
至
せ
ら
れ
白
衣
も
て
る
と
、
家
に
抵 い
た
り
て
、
歸
堂
記
（
佚
文
）
を
撰
し
て
曰
く
、
九
伯
潘
君
、
我
を
う
と
、
筆
を
擲 なげ
うち
て
く
、
危
素
は
學
士
爲
た
り
、
一
日
、
上 しょ
う
東
閣
に
御
し
て
履
聲
り
せ
い
の

た
く

た
く
た
る
を
聞
く
、
誰
か
と
問
う
に
、
應 こ
たえ
て
曰
く
、
老
臣
危
素
な
り
と
、
上 しょ
う
曰
く
、
是
れ
爾 な
ん
じな
る
耶
か
、

將 も
っ
て
文
天
と
謂 お
も
う
耳 の
み
、
素
は
實 ま
こ
とに
元
の
老
臣
た
り
、
何
ぞ
和
州
に
余 よ
闕 け
つの
を
守
り
去 ゆ
か
ざ
る
と
、
［
料
］
元
楊
維
「
鐵
笛
人
自
傳
」
（
『
鐵
崖
文
集
』
卷
二
、
『
國
獻

』
卷
一
一
五
）、
明
宋
濂
「
元
故
奉
訓
大
夫
江
西
等
處
儒
學
提
楊
君
誌
銘
」
（
『
宋
學
士
文
集
』
卷
一
六
、
「
楊
君
誌
銘
」
と
稱
）、
明
貝
瓊
「
鐵
崖
先
生
傳
」
（
『
江
貝
先
生
集
』
卷
二
）、
明
同
「
老
客
傳
」
（
明
朱
存
理
『
珊
瑚
木
 』
卷
八
	引
）
、
明
!允
明
『
野
記
』
卷
一
、
錢
"
#
『
列
詩
集
小
傳
』
甲
$集
・
楊
維
傳
、
同
・
危
素
傳
、
明
宋
濂
「
故
翰
林
侍
%學
士
中
順
大
夫
知
制
誥
同
脩
國
史
危
公
新

&銘
」
（
『
宋
學
士
文
集
』
卷
五
九
、
「
危
公
新

&銘
」
と
稱
）、
『
明
史
紀
事
本
末
』
卷
一
四
・
開
國
規
'、
孫
小
力
『
楊
維
年
譜
』
（
復
旦
大
學
出
版
(・
一
九
九
七
年
四
)）、
*本
+一
「
,世
文
-傳
其
二
薩
.剌
・
丁
鶴
年
・
楊
維
」
（
『

/山
學
院
短
期
大
學
0究
年
報
』
第
二
二
號
・
一
九
七
四
年
）
老
客

不
再
嫁
老
客

再
び
は
嫁
せ
ず
老
秀
才
臺
懶
下
老
秀
才
臺
よ
り
下
る
に
懶 もの
うし
鍼
線
讓
他
家
鍼
線
他
家
に
讓
り
書
求
報
罷
書
あ
る
も
罷 ひ
と
報
ず
る
を
求
む
」
安
車
詣
闕
謝
班
安
車
も
て
闕
に
詣 い
たる
も
班
を
謝
し
一
代
春
秋
筆
1
2
一
代
の
春
秋
筆
1の
2
白
衣
宣
至
白
衣

白
衣
も
て
宣
至
せ
ら
れ
白
衣
も
て
る
」
鹿
冠
鶴
3躡
高
屐
鹿
冠
ろ
く
か
ん鶴 か
く
3
し
よ
う
高
屐
こ
う
げ
きを
躡 ふ
み
三
弄
4
5吹
鐵
笛
三
弄
の
4
5
鐵
笛
を
吹
く
仙
去

6九
伯
仙
去
し
て

ま
た
6ぬ
九
伯
」
卻
笑
老
臣
有
危
素
卻
て
笑
う
老
臣
危
素
有
り
和
州
空
守
余
闕

和
州
に
空
し
く
守
る
余
闕
の
」
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
三
集
68
不
再
嫁
二
度
と
嫁
ぐ
こ
と
は
な
い
。
尤
珍
に
引
く
「
豈
に
八
十

の
老
の
再
び
嫁
す
る
有
ら
ん
耶
や
」
は
、
『
左
傳
』
僖
二
三
に
、
「
將
に
齊
に

ゆ
か
ん
と
す
、
季
隗
き
か
い
に
謂
い
て
曰
く
、
我
を
待
つ
こ
と
二
十
五
年
、
來
ら
ざ
れ
ば
而
る
後
に
嫁
せ
と
、
對
え
て
曰
く
、
我
は
二
十
五
年
矣 な
り、
又
た
是
く
の
如
く
し
て
嫁
せ
ば
、
則
ち
木
に
就
か
ん
焉
、
う
子
を
待
た
ん
と
」
と
あ
る
の
を
ふ
ま
え
る
。
こ
こ
で
は
、
年
老
い
た
自
分
が
新
し
い
王
に
仕
え
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
。
老
秀
才
老
い
た
秀
才
。
秀
才
は
讀
書
人
の
	稱
。
こ
こ
で
は
楊
維


自
身
を
指
す
。
楊
維

「
答
翰
林
同
」
詩
（
『
鐵
崖

』
卷
七
）
の
首
聯
に
、「
皇

書
す
老
秀
才
、
秀
才
下
る
に
懶 もの
うし
讀
書
臺
」
と
い
う
の
を
ふ
ま
え
る
。
鍼
線
針
と
絲
。
針
仕
事
。
白
居
易
「
秋
霽
」
詩
に
「
獨
り
對
す
多
病
の
妻
、
鍼
線
を
理 お
さむ
る
こ
と
能
わ
ず
」
と
あ
る
。
な
お
、『
元
詩
』
初
集
卷
五
六
に
收
め
る
楊
維

「
老
客

」
は
、
そ
の
題
下
に
「
一
に
鍼
線
に
作
る
」
と
す
る
。
讓
他
家
他
人
に
讓
る
。
家
は
人
稱
代
名
詞
の
あ
と
に
置
か
れ
る
接
尾
辭
。
こ
こ
で
は
仕
事
を
他
人
に
讓
る
こ
と
。
書

か
ら
の
召
し
文
。
『
晉
書
』
卷
九
四
・
朱
沖
傳
に
、
「
沖
書
至
る
を
聞
く

ご
とに
、
輒
ち
深
山
に
げ
入
る
」
と
あ
る
。
洪
武
二
年
（
一
三
六
九
）
以
來
、
楊
維

は
何
度
か
太
に
招
か
れ
た
。
報
罷
却
下
す
る
、
撤
回
す
る
。「
報
可
」
と
對
義
。『
宋
史
』
卷
二
六
五
・
呂
蒙
正
傳
に
、
「
蒙
亨
、
士
高
等
に
げ
ら
れ
、
に
試
す
れ
ど
も
、
蒙
正
中
書
に
居
る
を
以
て
、
故
に
罷
と
報
ず
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
楊
維

に
出
さ
れ
た
書
を
撤
回
す
る
こ
と
。
安
車
車
蓋
の
低
い
小
さ
な
車
。
七
十
仕
し
た
人
物
を

す
る
の
に
用
い
る
。『
禮
記
』
曲
禮
上に
、「
大
夫
七
十
に
し
て
事
す
、
…
…
四
方
に

ゆ
く
に
、
安
車
に
乘
る
」
と
あ
る
。
『
列
詩
集
小
傳
』
楊
維

傳
は
、
「
上 しよ
う
之
を
允 ゆ
る
し
、
安
車
を
賜
い
て
闕
に
詣 い
た
ら
し
め
、
留
む
る
こ
と
百
有
二
十
日
、
禮
文
畢 お
わり
、
史
統
定
ま
り
、
ち
白
衣
を
以
て
骸
骨
を
乞
う
、
上
其
の
志
を
し
、
仍 な
お
安
車
を
給
い
て
山
に
ら
し
む
」
と
い
う
。
闕
宮
殿
。
も
と
は
宮
の
門
。
宮
門
の
兩
側
の
高
殿
に
挾
ま
れ
た
空
 。
班


!の
職
務
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
分
け
。
杜
甫
「
自
"西
荊
#
且
移
居
東
屯
$屋
四
首
」
其
四
に
、「
%空
鴛
鷺
を
見
、
首
を
迴
ら
し
て
班
を
憶
う
」
と
あ
る
。
春
秋
も
と
魯
の
國
の
年
史
。
廣
く
&史
、
&史
書
を
い
う
。
楊
維

「
答
翰
林
同
」
詩
（
『
鐵
崖

』
卷
七
）
の
尾
聯
に
、
「
老
夫
の
一
管
春
秋
の
筆
、
留
め
て
胸
中
に
向
お
い
て
取
'に
裁
せ
よ
」
尤
(『
擬
明
史
樂
府
』
譯
（
三
）（
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と
あ
る
。
筆

書
く
べ
き
は
書
き
、
る
べ
き
は
る
こ
と
。
い
わ
ゆ
る
春
秋
の
筆
法
。『
史
記
』
卷
四
七
・
孔
子
世
家
に
、「
春
秋
を
爲 つ
くる
に
至
り
て
は
、
筆
す
べ
き
は
則
ち
筆
し
、
る
べ
き
は
則
ち
る
」
と
あ
る
。
白
衣
無
位
無
官
。
布
衣
。
明
宋
濂
「
楊
維


淞
」
詩
（
『
珊
瑚
木
』
卷
八
引
）
の
尾
聯
に
、
「
受
け
ず
君
王
五
色
の
詔
、
白
衣
も
て
宣
至
せ
ら
れ
白
衣
も
て
る
」
と
い
う
の
を
ふ
ま
え
る
。
ま
た
明
	同
「
老
客

傳
」
に
は
、
「
禮
文
畢 お
わ
り
、
史
統
定
ま
り
、
ち
白
衣
を
以
て
骸
骨
を
丐 こ
う
」
と
い
う
。
鹿
冠
鶴

鹿
の
皮
で
作
っ
た
冠
と
鶴
の
毛
の
上
。
鹿
冠
・
鶴
・
陽
巾
は
、
い
ず
れ
も
隱
・
仙
人
の
裝
。
『
五
代
史
』
卷
六
七
・
盧
傳
に
、
「
は
方
に
鶴
・
陽
巾
を
衣
、
几
に
憑
り
て
事
を
決
す
」
と
あ
る
。
ま
た
、
『
列
詩
集
小
傳
』
楊
維
傳
に
、
「
陽
巾
を
戴
き
、
鶴
を
披 き
、
船
屋
の
上
に
坐
し
、
鐵
笛
を
吹
き
て

弄
を
作
す
」
と
い
う
。
高
屐
高
い
木
ゲ
タ
。
た
か
あ
し
だ
。
『
太
廣
記
』
卷
二
〇
三
・
樂
一
・
王
中
散
に
、「
傲
に
し
て
に
危
冠
を
戴
き
、
高
屐
を

つ
け
、
優
と
し
て
嘯
詠
す
る
而
已
の
み
」
と
あ
る
。
三
弄


笛
の
曲
名
。

三
弄
の
こ
と
。
明
朱
『
奇
祕
譜
』

三
弄
解
題
に
、
「
桓
伊
（
晉
代
の
笛
の
名
手
）
笛
を
出
し
て


三
弄
の
べ
を
爲
す
、
後
人
琴
を
以
て
三
弄
を
爲
す
」
と
あ
る
。
鐵
笛
太
湖
の
氏
か
ら
 ら
れ
た
鐵
笛
。
楊
維
は
鐵
笛
!人
と
も
號
し
て
い
た
。「
鐵
笛
!人
自
傳
」
に
鐵
笛
の
來
"を
#き
、「
鐵
笛
、
洞
庭
湖
中
に
得
、
冶
人
氏
の
子
、
嘗
て
地
を
掘
り
て
古
莫
耶
（
劍
）
を
得
、
用
う
る
無
し
、
鎔
し
て
鐵
$（
鐵
板
）
と
爲
す
、
筒
の
長
さ
二
尺
有
九
寸
、
竅 あ
なは
其
れ
九
」
と
い
う
。
ま
た
、
氏
の
子
に
 っ
た
「
冶
師
行
」
の
序
（『
鐵
崖
古
樂
府
』
卷
六
）
に
は
、「
名
は
長
弓
、
太
湖
中
の
人
、
余
の
與 た
めに
鐵
笛
を
鑄
せ
し
也 な
り」
と
い
う
。
仙
去
仙
人
に
な
っ
て
世
を
去
る
。
死
去
す
る
こ
と
。
九
伯
潘
君
未
詳
。
九
は
山
名
。
安
徽
%陽
縣
の
西
南
に
あ
る
。
明
宋
濂
「
楊
君
&誌
銘
」
に
、
「
乃
ち
自
ら
'ち
て
筆
を
捉 と
り
、
歸
(堂
記
（
佚
文
。
歸
(と
は
恙
無
く
天
壽
を
(う
す
る
こ
と
。
『
論
語
』
泰
伯
に
よ
る
）
を
撰
す
、
頃
刻
に
し
て
就
な
る
、
筆
を
擲 な
げ
うち
て
曰
く
、
九
伯
潘
君
我
を
招
く
、
我
當
に
)
ゆ
く
べ
し
、
車
馬
吾
を
俟
つ
こ
と
且 ま
さ
に
久
し
か
ら
ん
と
す
と
、
*に
泊
然
（
恬
淡
な
樣
）
と
し
て
+
く
」
と
い
う
。
老
臣
年
老
い
た
臣
下
の
自
稱
。
危
素
は
こ
の
意
味
で
用
い
た
が
、
朱
元
璋
は
元
の
重
臣
で
あ
る
と
癖
を
つ
け
た
。
尤
珍
,參
照
。
明
陸
容
『
菽
園
雜
記
』
卷
三
は
、
「
蓋
し
余
・
危
、
皆
な
元
臣
な
り
、
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
三
集
70
余
は
元
の
爲
に
に
死
す
、
蓋
し
其
の
老
臣
と
自
稱
す
る
を
厭
う
、
故
に
以
て
之
（
危
素
）
を
愧
じ
し
む
」
と
い
う
。
な
お
、
『
明
史
』
危
素
傳
は
、
「
御
史
王
等
、
素
は
國
の
臣
、
侍
從
に
列
す
る
に
宜
し
か
ら
ず
と
論
ず
る
に
、
詔
し
て
和
州
に
謫
居
し
、
余
闕
の
廟
を
守
ら
し
む
、
餘
に
卒
す
」
と
い
い
、
元
の
臣
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
流
謫
し
た
と
す
る
。
和
州
安
徽
和
州
。
『
明
史
』
に
よ
れ
ば
、
こ
こ
に
も
余
闕
の
が
あ
る
。
余
闕
（
一
三
〇
三
―
一
三
五
八
）
字
は
	心
、
安
徽
廬
州
の
人
。
タ
ン
グ
ー
ト
族
の
末
裔
と
さ
れ
る
。
元
統
元
年
（
一
三
三
三
）
の

士
。
安
徽
安
慶
の
守
と
な
り
、
陳
友
諒
に
攻
め
ら
れ
る
が
伏
せ
ず
、
至
正
一
八
年
（
一
三
五
八
）
自
刎
し
、
安
慶
の
西
門
外
に
ら
れ
た
。
に
『
陽
集
』
が
あ
る
。
傳
は
『
元
史
』
卷
一
四
三
、
楊
維

「
余
闕
傳
」
（
『
鐵
崖
漫
稿
』
卷
四
）、
宋
濂
「
余
左
丞
傳
」
（
『
文
集
』
卷
一
一
）。
老
い
た
寡
は
、
二
度
と
嫁
ぐ
こ
と
は
な
く
、
老
秀
才
は
、
讀
書
臺
か
ら
お
り
る
の
が
面
倒
だ
。
（
老
客
は
）
針
仕
事
を
他
人
に
讓
り
、
（
老
秀
才
は
）
召
し
文
が
き
た
も
の
の
、
そ
の
取
り
下
げ
を
求
め
た
。
安
車
で
宮
殿
に
赴
い
た
が
、
臣
と
な
る
の
は
斷
っ
た
、
一
代
の
史
は
、
春
秋
の
筆
法
に
よ
っ
て
記
さ
れ
る
も
の
、
布
衣
の
ま
ま
詔
で
召
さ
れ
、
布
衣
の
ま
ま
歸
っ
て
行
く
。
鹿
皮
の
冠
、
鶴
毛
の
衣
に
、
た
か
あ
し
だ
を
は
い
て
、

三
弄
の
べ
、
鐵
笛
を
吹
く
、
こ
の
世
を
去
り
、
ま
た
九
伯
の
も
と
を
ね
る
。
そ
れ
に
ひ
き
か
え
笑
う
べ
き
は
、
老
臣
の
危
素
が
、
空
し
く
和
州
の
余
闕
の
を
守
っ
た
こ
と
。
（
田
子
）
12
玉
山
行
江
南
の
富
豪
で
あ
り
、
玉
山
堂
を
い
た

こ
阿 あ

え
いと
、
そ
の
地
に
集
ま
っ
た
楊
維
・
倪

げ
い
さ
んら
と
の
交
流
を
歌
う
。
阿
（
一
三
一
〇
―
一
三
六
九
）
は
、
原
名
を
輝
、
ま
た
の
名
を
、
字
は
仲
、
江
蘇
崑
山
の
人
。
三
〇
で
財
を
息
子
に
讓
り
、
隱
遁
生
活
を
お
く
る
が
、
息
子
の
元
臣
の
昇

と
共
に
錢
塘
縣
男
に
封
ぜ
ら
れ
た
。
『
明
史
』

輝
傳
に
、
「
年
三
十
に
し
て
、
始
め
て
を
折
り
て
讀
書
し
、
古
書
・
名
畫
・
彝
鼎
・
祕
翫
を
い
、
別
業
を
 
せ
ん
!
け
いの
西
に
き
、
玉
山
佳
處
と
曰
う
、
晨
夕
客
と
與
に
其
の
中
に
置
酒
し
詩
を
賦
す
」
と
い
う
ご
と
く
、
"學
の
士
で
あ
り
、
文
人
た
ち
の
パ
ト
ロ
ン
#存
在
で
も
尤
$『
擬
明
史
樂
府
』
譯
%（
三
）（
&本
・
尤
$研
究
会
）
71
あ
っ
た
。
洪
武
元
年
（
一
三
六
八
）、
臨
濠
（
安
徽
鳳
陽
）
に
移
り
、
そ
の
年
し
た
。
に
『
玉
山
璞
稿
』、『
玉
山
稿
』、『
玉
山
堂

集
』、『
玉
山
名
集
』
等
が
あ
る
。
傳
は
『
明
史
』
卷
二
八
五
・
文
	
傳
・


輝
傳
、『
列
詩
集
小
傳
』
甲
集
。
玉
山
堂
は
、

阿
が
っ
た
別
業
で
、
楊
維
（
11「
老
客
」
參
照
）
や
倪
な
ど
多
く
の
文
人
が
集
ま
り
、
詩
壇
を
形
し
た
。
そ
の
名
は
、
杜
甫
「
崔
氏
東
山
堂
」
詩
に
、
「
愛
す
汝
が
玉
山
堂
の
靜
か
な
る
を
、
高
秋
の
爽
氣
相
い
鮮
新
た
り
」
と
あ
る
の
を
意
識
し
、

阿
ら
は
こ
の
詩
を
分
韻
し
て
酬
唱
し
た
（
『
玉
山
璞
稿
』
「
楊
夫
于


公
集
以
愛
汝
玉
山
堂
靜
分
韻
得
靜
字
」
詩
）。
園
池
の
建
設
は
至
正
八
年
（
一
三
四
八
）
に
始
ま
り
、
や
が
て
玉
山
佳
處
と
も
呼
ば
れ
る
が
、
讀
書
舍
・
漁
・
碧
梧
竹
堂
な
ど
三
十
六
の
園
亭
を
含
む
宏
大
な
庭
園
で
あ
っ
た
。
楊
維
「
玉
山
佳
處
記
」
（『
玉
山
名
集
』
卷
二
）
に
、「
其
の
家
世
よ
崑
の
西
、
界
溪
の
上 ほと
りに
在
り
、
に
其
の
仲
と
與 と
も
に
東
西
の
第 て
いを
爲
し
、
又
た
稍 よう
やく
園
池
墅
を
爲
し
、
其
の
中
に
屋
廬
を
治
む
、
…
…
又
た
湖
光
山
色
の
樓
有
り
、
浣
の
溪
を
ぎ
り
て

堂
焉 こ
こに
在
り
、
…
…
合
し
て
之
を
稱
し
、
則
ち
玉
山
佳
處
と
曰
う
也 な
り」
と
い
う
。
こ
の
詩
は
玉
山
堂
を
中
心
と
し
た
や
か
な
會
と
、
そ
れ
を

催
し
た

阿
の
を
中
心
に
 く
。
［
尤
珍
!］

阿

玉
山
堂
を
卜
"す
、
園
亭
聲
妓
の
#ん
な
る
は
、
天
下
に
甲
た
り
、
日
び
高
人
俊
流
と
與 と
もに
置
酒
し
詩
を
賦
し
、
自 みず
から
金
粟
$
人
と
稱
す
、
子
の
元
臣
元
の
%
&と
爲
る
を
以
て
、
を
錢
塘
縣
男
に
封
ず
、
洪
武
元
年
、
臨
濠
に
徙 う
つ
り
卒
す
、
自
ら
壙
志
（
'誌
）
を
爲 つ
く
り
、
紵 ち
よ衣 い
・
桐
(
と
う
ぼ
う・
椶
鞋
し
ゆ
あ
い・
布 ふ
襪 べ
つを
以
て
、
纏 て
ん裹 か
し
土
に
入
れ
し
む
、
嘗
て
自
ら
小
像
を
畫 え
がき
題
し
て
云
う
、
儒
衣
・
)
(・
$人
の
鞋
、
到
る
處
*山
骨
を
埋 う
ず
む
可 べ
し
、
+
ま
た
憶
う
少
年
豪
侠
の
興
、
五
陵
の
裘
馬
洛
陽
の
街
と
、
丁
香
秀
は
其
の
侍
兒
（
,元
）、
翡
屏
は
則
ち
鐵
崖
の
妓
也 な
り、
［
-料
］

阿
「
金
粟
$人
'誌
銘
」
（
『
玉
山
稿
』
附
.）、
『
玉
山
名
集
』
明
殷
奎
「
故
武
略
將
軍
錢
塘
縣
男

府
君
'誌
銘
」
（
『
/齋
集
』
卷
四
）、
明
王
世
貞
『
0
	卮
言
』
卷
六
、
『
列
詩
集
小
傳
』
甲
集
・

阿
傳
、『
明
史
』
卷
二
八
五
・
文
	傳
・


輝
傳
玉
山
堂
陽
1曲
玉
山
堂
陽
1の
曲 く
ま
金
粟
$人
漁
莊
宿
金
粟
$人
漁
の
宿
2裘
快
馬
昔
遨
3
2
な
ん
裘 きゆ
う快
馬
昔
遨
3
ご
う
ゆ
うす
桐
(椶
鞋
旋
裹
束
桐
(椶
鞋
旋 たち
まち
裹 か
束 そ
くす
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
三
集
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山
埋
骨
向
臨
濠
山
骨
を
埋
む
る
は
臨
濠
に
向 あ
り
錦
里
空
存
舊
茆
屋
錦
里
空
し
く
存
す
茆
屋
」
楊
鐵
崖
倪
雲
林
楊
鐵
崖
倪
雲
林
千
載
長
呼
阿

千
載
長 とこ
しえ
に
呼
ぶ
阿

左
把
丁
香
秀
左
に
丁
香
秀
を
把 と
り
右
携
翡
屏
右
に
翡
屏
を
携
う
至
今
風
雨
界
溪
夜
今
に
至
る
ま
で
風
雨
界
溪
の
夜
聽
高
樓
摘
阮
聲
お
聽
く
高
樓
阮
を
摘 つま
びく
聲
」
玉
山
堂
阿
の
造
っ
た
別
業
。
解
題
參
照
。
陽
曲
江
蘇
崑
山
の
陽
湖
の
入
り
江
。
曲
は
入
り
江
。
陽
湖
は
陽
澄
湖
と
も
。
金
粟
人
阿
の
號
。
金
粟
は
金
木
犀
の
こ
と
。
阿
が
生
	
に
自
撰
し
た
「
金
粟

人
誌
銘
」
に
、
そ
の
由
來
が
記
さ
れ
て
い
る
。
彼
は
母
が
く
な
る
と
、
自
ら
生
	
を
作
り
、
そ
の
り
を
金
木
犀
で
圍
み
、「
金
粟
」（
金
粟
如
來
は
維
詰
の
	身
）
の
扁
額
を
か
け
た
。
そ
し
て
、
あ
る
人
が
彼
の
こ
と
を
侶
の
轉
生
だ
と
い
い
、
彼
自
身
は
	世
が

士
で
あ
っ
た
を
見
た
の
で
、
こ
う
自
稱
し
た
と
い
う
。
金
粟

人
と
は
、
侶
で
も
あ
り

士
で
も
あ
る
と
い
う
こ
と
。
後
「
山
埋
骨
」
に
引
く
阿
「
自
題
像
」
詩
で
は
、
儒
・
佛
・

三
を
ね
た
自
己
の
を
歌
う
。
漁

玉
山
堂
の
東
側
に
あ
っ
た
園
亭
の
一
つ
。
楊
維
「
玉
山
佳
處
記
」
（
『
玉
山
名
集
』
卷
二
）
に
「
謂
い
わ
ゆ
る
柳
堂
春
・
漁
な
る

又
た
其
の
東
の
景
也 な
り」
と
あ
る
。
裘
快
馬
は
軟
の
本
字
。
柔
ら
か
い
裘
か
わ
ご
ろ
も
と
駿
馬
。
豪
奢
な
出
で
立
ち
の
形
容
。『
論
語
』
雍
也
に
、「
赤
の
齊
に

ゆ
く
也 や
、
肥
馬
に
乘
り
、
輕
裘
を
衣
る
」
と
あ
る
。
後
「
山
埋
骨
」
參
照
。
遨

氣
ま
ま
に
び
く
。
桐
椶
鞋
桐
 は
桐
!布
（
梧
桐
の
"の
纖
維
を
織
っ
た
も
の
）
で
作
っ
た
 子
。
生
地
が
純
白
で
汚
れ
に
く
く
、
多
く
居
士
・
隱
が
か
ぶ
る
。
椶
鞋
は
棕
櫚
シ
ュ
ロの
纖
維
で
#ん
だ
鞋
。
棕
鞋
と
も
。
い
ず
れ
も
質
素
な
$裝
の
こ
と
。
宋
%庭
堅
「
&韻
子
瞻
以
紅
帶
寄
王
宣
義
」
詩
に
、「
白
頭
は
是
れ
折
'の
(な
ら
ず
、
桐
 棕
鞋
老
夫
に
稱 か
なう
」
と
あ
る
。
	
)「
金
粟

人
誌
銘
」
で
は
、
埋
*時
の
$裝
を
子
孫
に
言
い
殘
し
、
「
苧
衣
（
白
い
+の
$）
・
桐
 ・
椶
,・
布
襪
（
足
袋
）
を
以
て
纏
裹
し
、
金
粟
冢
中
に
入
れ
よ
、
愼
ん
で
金
寶
を
加
-し
、
身
の
累
と
爲
る
を
.す
こ
と
勿
れ
」
と
い
う
。
	山
埋
骨
山
は
歸
隱
の
地
の
象
/。
宋
蘇
軾
「
予
以
事
0御
史
臺
獄
獄
吏
稍
見
1自
度
不
能
堪
死
獄
中
不
得
一
別
子
由
故
作
二
詩
授
獄
卒
梁
2以
3子
由
二
首
」
其
一
に
、
「
是
の
處
山
骨
を
埋
む
可
べ
尤
4『
擬
明
史
樂
府
』
譯
（
三
）（
5本
・
尤
4研
究
会
）
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し
、
他
時
夜
雨
獨
り
傷
す
」
と
あ
る
。
こ
の
句
は
、
阿

「
自
題
像
」
詩
（『
玉
山
稿
』
卷
四
）
に
、
儒
衣


人
鞋
儒
衣


人
の
鞋
天
下
	山
骨
可
埋
天
下
	山
骨
を
埋
む
可
し


向
時
豪
侠
處

し
向
時
豪
侠
の
處
を
か
ば
五
陵
鞍
馬
洛
陽
街
五
陵
の
鞍
馬
洛
陽
の
街
と
い
う
の
を
ふ
ま
え
る
。
臨
濠
安
徽
鳳
陽
。
朱
元
璋
の
出
身
地
。
朱
元
璋
は
蘇
州
の
富
豪
を
こ
こ
に
制
に
移
さ
せ
、
そ
の
財
力
を
奪
っ
た
。
錦
里
錦
、
す
な
わ
ち
四
川

の
別
名
。
晉
常
『
陽
國
志
』
蜀
志
に
、「
錦
工
錦
を
織
る
に
、
其
の
中
に

あ
らえ
ば
則
ち
鮮
明
な
り
、
他
の
江
は
則
ち
好 よ
か
ら
ず
、
故
に
命 な
づ
け
て
錦
里
と
曰 い
う
也
」
と
あ
る
。
茆
屋
昔
か
ら
あ
る
屋
。
茆
は
に
同
じ
。
こ
こ
で
は
、
錦
里
と
あ
る
の
を
受
け
、
四
川

の
杜
甫
堂
に
擬
す
。
楊
鐵
崖
楊
維
。
鐵
崖
は
そ
の
號
。
詳
し
く
は
11「
老
客
」
參
照
。
倪
雲
林
倪
（
一
三
〇
一
―
一
三
七
四
）。
雲
林
は
そ
の
號
。
字
は
元
、
江
蘇
無
錫
の
人
。
阿
と
交
が
あ
っ
た
文
人
の
一
人
。
繪
畫
に
お
い
て
元
末
四
大
家
と
稱
さ
れ
、「
六
君
子
圖
」「
松
林
亭
子
圖
」
「
山
林
壑
圖
」「
幽
潤
松
圖
」
が
代
表
作
。
倪
の
い
た
阿
像
も
殘
っ
て
い
る
。
そ
の
家
は
江
南
の
富
豪
で
、
一
生
官
職
に
就
か
ず
、
園
林
軒
閣
を
作
り
、
書
畫
骨
董
を
あ
つ
め
、
文
人
と
交
流
し
た
。
元
末
の
動
亂
期
に
は
土
地
家
財
を
賣
っ
て
、
太
湖
の
ほ
と
り
に
隱
遁
し
た
。
宜
興
・
常
州
・
 江
・
湖
州
・
嘉
興
・
松
江
一
帶
を
放
浪
し
、
佛
寺
や
舟
な
ど
に
假
ま
い
し
た
と
さ
れ
る
。
!に
『
"
#閣
集
』
が
あ
る
。
傳
は
『
明
史
』
卷
二
九
八
・
隱
傳
、
『
列
$
詩
集
小
傳
』
甲
%集
（
古
原
宏
伸
『
畫
論
』
明
&出
版
'、
一
九
七
三
年
・
三
月
に
譯
(を
收
め
る
）。
)本
*一
「
元
$文
人
傳
其
七
倪
」
（
『
+
,山
學
院
短
期
大
學
-究
年
報
』
第
三
二
號
一
九
八
四
年
）、
同
「
三
.五
湖
に
泛
ば
ん
」
（
『
斷
硯
集
書
の
/邊
３
』
二
玄
'
一
九
八
五
年
・
一
一
月
）
に
詳
し
い
。
丁
香
秀
阿
の
侍
女
。
楊
維
「
*集
志
」
（『
玉
山
名
0集
』
卷
二
）
に
、
「
僕
從
を
頤
指
（
指
圖
）
し
て
酒
を
治
む
る
1は
玉
山
の
子
元
臣
也 な
り、
肴
核
（
肉
や
果
物
）
を
奉
ず
る
1は
丁
香
秀
也 な
り」
と
い
う
。
翡
屏
楊
維
の
妓
女
。
同
じ
く
「
*集
志
」
に
、
「
鹿
皮
を
冠
り
紫
綺
を
衣 き
、
案
に
坐
し
て
卷
を
伸
ぶ
る
1は
鐵
笛
人
會
稽
の
楊
維
也 な
り、
笛
を
執
り
て
侍
す
る
1は
2の
翡
3屏
也 な
り」
と
い
う
。
ま
た
元
卞
思
義
「
4楊
5夫
韻
6歌
1翡
3屏
」
詩
（
『
堂
*集
』
卷
一
三
）
に
、
「
揚
州
曽
て
賞
づ
瓊
7の
宴
、
 下
新
た
に
傳
う
翡
3屏
」
と
い
う
。
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
三
集
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界
溪
江
蘇
崑
山
の
西
を
流
れ
る
川
の
名
。
元
陳
基
「
桃
源
小
隱
記
」
（
『
夷
白
齋
稿
外
集
』
卷
下
）
に
、
「
界
溪
は

の
東
よ
り

へ
だ
つ
る
こ
と
五
十
里
、
其
の
水
は
深
廣
に
し
て
、
其
の
土
は
肥
衍
な
り
」
と
い
う
。
摘
阮
阮
咸
を
奏
で
る
。
阮
は
阮
咸
の
稱
。
弦
樂
で
琴
の
一
種
。
形
は
琴
に
似
て
柄
が
長
い
。
竹
林
の
七
賢
の
一
人
で
あ
る
阮
咸
が
創
っ
た
こ
と
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
と
さ
れ
る
。
正
倉
院
に
は
	螺
鈿
紫
檀
阮
咸
が
あ
る
。
『
列

詩
集
小
傳
』
に
よ
れ
ば
、
阿
は
か
つ
て
自
ら
五
小
像
を
き
、
そ
の
中
に
は
「
摘
阮
」
と
題
さ
れ
た
繪
も
あ
る
。
玉
山
堂
は
陽
湖
の
入
り
江
に
、
金
粟
人
は
漁
の
ま
い
に
。
昔
は
柔
ら
か
な
裘
か
わ
ご
ろ
も
を
ま
と
い
駿
馬
に
乘
っ
て
漫
し
て
い
た
か
と
思
え
ば
、
も
う
桐
の
子
や
棕
櫚
の
鞋
を
身
に
ま
と
う
。
最
後
に
骨
を
埋
め
る
山
は
臨
濠
で
あ
り
、
錦
の
里
で
は
空
し
く
古
い
堂
が
殘
る
だ
け
。
楊
鐵
崖
や
倪
雲
林
と
と
も
に
、
い
つ
ま
で
も
長
く
阿
の
名
は
呼
ば
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
左
に
丁
香
秀
を
き
、
右
に
翡
屏
を
携
え
る
。
今
で
も
界
溪
で
は
風
雨
の
夜
に
、
な
お
高
殿
で
阮
咸
を
爪
彈
く
が
聞
こ
え
て
く
る
。
（
田
子
）
13
上
梁
文
こ
の
詩
は
、
朱
元
璋
の
文
人
彈
壓
「
文
字
の
獄
」
を
歌
う
。
開
國
當
初
、
朱
元
璋
は
、
文
人
を
重
用
し
て
文
治
を
推
し
め
て
い
っ
た
が
、
第
に
猜
疑
心
を
め
て
い
っ
た
。
武
人
が
不
を
い
て
訴
え
る
の
で
、
朱
元
璋
は
、
世
が
亂
れ
た
ら
武
を
用
い
、
治
ま
っ
た
ら
文
を
用
い
る
の
は
當
然
だ
ろ
う
と
明
し
た
。
そ
れ
に
對
し
て
あ
る
人
が
「
文
人
を
重
用
し
す
ぎ
る
の
は
よ
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
張
九
四
は
儒
生
を
厚
し
、
よ
い
部
屋
を
與
え
、
五
日
に
一
度
は
大
宴
會
を
開
き
、
つ
い
に
は
文
人
に
名
を
つ
け
さ
せ
る
に
い
た
り
ま
し
た
。
そ
の
名
が
『
士
 』
で
す
」
と
言
っ
た
。
朱
元
璋
が
「
よ
い
名
で
は
な
い
か
」
と
言
う
と
「
い
い
え
、
『
孟
子
』
（
公
孫
丑
下
）
に
「
士
は
、
 に
小
人
な
り
」
と
あ
り
、「
士
 は
小
人
」
と
罵
っ
て
い
る
の
で
す
」
と
答
え
た
と
い
う
（
明
!溥
『
"中
今
古
#』
）
。
ま
尤
$『
擬
明
史
樂
府
』
譯
%（
三
）（
&本
・
尤
$研
究
会
）
75
た
、
杭
州
授
徐
一
じ
よ
い
つ

き
が
「
光
天
の
下
、
天
人
を
生
み
、
世
の
爲
に
則
を
作
る
」
と
い
う
賀
表
を
獻
じ
た
。
そ
れ
を
讀
ん
だ
朱
元
璋
は
激
怒
し
「
「
生
」
は
「
」
だ
。
私
が
か
つ
て
侶
だ
っ
た
こ
と
を
揶
揄
し
て
い
る
。
ま
た
「
光
」
は
「
禿
」
、
私
の
頭
を
か
ら
か
っ
て
い
る
。
「
則
」
は
「
」
に
が
い
。
私
を
「
紅
巾
」
と
罵
っ
て
い
る
の
だ
」
と
言
っ
て
徐
一
を
す
ぐ
	捕
し
て

し
て
し
ま
っ
た
（
明
徐

卿
『
翦
野
聞
』）。
彈
壓
は
、
文
人
に
も
ん
で
い
っ
た
。
高
も
そ
の
一
人
で
あ
る
。
高 こ
う

け
い
（
一
三
三
六
―
一
三
七
四
）、
字
は
季 き

て
き
、
縣
の
邱
に
み
、
有
名
な
「
邱
子
歌
」
を
作
り
、

せ
い
邱 きゆ
う
子 し
と
號
し
た
。
は
『
高

丘
集
詩
集
』
『
扣
舷
集
』
『
鳧
集
』
。
そ
の
詩
文
は
我
が
國
で
も
愛
好
さ
れ
、
森
外
・
土
岐
善
ら
の
譯
が
あ
る
。
傳
は
『
明
史
』
卷
二
八
五
・
文
傳
。
朱
元
璋
に
招
か
れ
て
『
元
史
』
の
纂
に
參
加
す
る
な
ど
信
任
篤
か
っ
た
の
だ
が
、
七
「
宮
女
圖
」
が
宮
中
の
祕
事
を
書
い
た
と
さ
れ
、
を
招
い
た
。
ま
た
、
高
の
友
人
魏 ぎ

か
ん
（
？
―
一
三
七
四
）
が
張
士
の
王
府
跡
に
府
廳
を
作
り
、
そ
の
後
を
繼
ぐ
意
志
が
あ
る
と
疑
わ
れ
處
刑
さ
れ
る
事
件
が
あ
っ
た
。
高
は
魏
の
た
め
に
書
い
た
「
上
梁
文
」
が
災
い
し
、
魏
に
坐
し
て
 斬
に
處
せ
ら
れ
た
と
い
う
。
孫
!
そ
ん
ぷ
ん
（
一
三
三
四
―
一
三
八
九
）、
字
は
仲 ち
ゆ
う
衍 え
ん
、
號
は
西
庵
せ
い
あ
ん
。
廣
東
順
"の
人
。
南
園
五
先
生
の
一
人
。
#玉
の
獄
の
際
、
#玉
の
爲
に
繪
を
$い
た
こ
と
か
ら
#黨
に
目
さ
れ
、
死
刑
に
處
さ
れ
た
。
尤
珍
の
記
%は
『
列
&詩
集
小
傳
』
に
よ
る
。
に
『
西
庵
集
』『
和
陶
集
』、
ま
た
『
'
(
)
綱
目
』
な
ど
が
あ
る
。
傳
は
『
明
史
』
卷
二
八
五
・
文
傳
。
「
文
字
の
獄
」
は
、
開
國
の
功
臣
を
肅
*し
た
「
胡
#の
獄
」
（
８
「
胡
#獄
」
參
照
）
な
ど
と
と
も
に
皇
+
,力
の
對
-を
促
し
た
彈
壓
で
あ
っ
た
。
［
尤
珍
］
高
の
宮
女
圖
詩
に
云
う
、
女
奴
醉
を
扶
け
て
.苔
を
踏
み
、
明
/
西
園
宴
に
侍
し
て
迴
る
、
小
犬
0を
1て
て
空
し
く
影
に
吠
ゆ
、
夜
深
の
宮
禁
誰
の
來
た
る
有
ら
ん
と
、
中
野
史
に
載
す
、

此
の
詩
に
因
っ
て
を
得
た
り
、
昭
示
2の
李
韓
公
（
李
善
長
）
の
子
姪
3小
侯
の
爰
書
び
、
+
手
づ
か
ら
詔
せ
し
豫
章
侯
（
胡
美
）
の
罪
4を
る
に
ん
で
、
則
ち
知
る
、
宮
中
に
實
に
是
の
事
有
り
、

の
詩
爲
す
有
り
て
作
る
、
其
の
上
の
怒
り
に
觸
る
る
は
宜
な
る
矣 か
な、
後
に
魏

蘇
州
に
守
た
り
て
新
府
を
5る
、

上
梁
文
を
作
り
、
御
史
の
6す
7と
爲
る
、
8に
同 と
もに
戮
せ
ら
る
、
孫
!
#黨
を
以
て
誅
せ
ら
る
、
刑
に
臨
ん
で
口
占
し
て
云
う
、
9
鼓
三
聲
:な
り
、
西
山
日
又
た
斜
な
り
、
;泉
客
舍
無
し
、
今
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
三
集
76
夜
誰
が
家
に
宿
す
る
と
、
上
監
指
揮
に
問
い
、
は
何
の
語
有
る
か
と
、
詩
を
以
て
對
う
、
上
曰
く
、
何
ぞ
早
く
奏
せ
ざ
る
と
、
竝
び
に
指
揮
を
す
、
［
料
］
錢

『
列
詩
集
』
甲
集
高
	「
宮
女
圖
」
詩
、
朱
彜

『
靜
志
居
詩
話
』
卷
三
、
『
明
史
』
卷
二
八
五
・
文
傳
、
卷
一
四
〇
・
魏
傳
、
卷
一
二
七
・
李
善
長
傳
、
卷
一
二
九
・
胡
美
傳
、
小
島
之
『

以
』
（
岩
波
書
店
・
一
九
八
六
年
・
九
月
）
第
三
章
「
江


後
の
文
學
そ
の
二
―
大
津
皇
子
の
臨
詩
を
中
心
と
し
て
」
、
濱
政
司
「
大
津
皇
子
臨
詩
と
金

・
三
問
―
日
中
の
臨
刑
詩
の
系
譜
」
（
『
日
・
中
の
比
較
文
學
究
』
和
泉
書
院
・
一
九
八
九
年
・
一
一
月
）、
金
文
京
「
泉
の
宿
―
臨
刑
詩
の
系
譜
と
そ
の
背
景
」
（
『
興
膳

授
官
記
念
中
國
文
學
論
集
』
收
・
二
〇
〇
〇
年
・
三
月
）、
本
一
「
西
園
集
圖
を
め
ぐ
っ
て
」
（
上
）
（
『
京
國
立
物
學
叢
』
第
一
二
號
・
一
九
九
〇
年
三
 ）、
!
"『
朱
元
璋
傳
』
（
上
#三
聯
書
店
・
一
九
四
九
年
）、
檀
上
$『
明
の
太
%
朱
元
璋
』
（
白
&
'・
一
九
九
四
年
七
 ）
西
園
美
人
侍
宴
罷
西
園
の
美
人
宴
に
侍
し
罷 お
わり
歸
來
偸
立
鞦
韆
下
歸
り
來
た
り
て
偸 ひ
そか
に
立
つ
鞦
韆
の
下
誰
家
小
侯
踰
短
牆
誰
が
家
の
小
侯
短
牆
を
踰 こ
え
(犬
牢
牢
吠
深
夜
(犬
牢
牢
と
し
て
深
夜
に
吠
ゆ
」
當
時
王
建
作
宮
詞
當
時
王
建
宮
詞
を
作
り
宮
裏
藏
鉤
)得
知
宮
裏
の
*鉤
)
な
んぞ
知
る
を
得
ん
文
人
輕
+
,無
忌
文
人
は
輕
+に
し
て
,く
忌 はば
かる
こ
と
無
し
-
.
羞
帷
/私
-
.
に
羞
ず
帷
/の
私
」
上
梁
文
固
不
0
上
梁
文
固 も
とよ
り
0れ
ず
語
言
1罪
非
謀
反
語
言
は
1罪
謀
反
に
非
ざ
る
も
庭
2空
梁
3已
4
庭
2
空
梁
3ゆ
る
も
已
に
4し
」
君
不
見
君
見
ず
や
5鼓
三
聲
孫
戮
5
だ
鼓 こ
三
聲
孫
戮
せ
ら
る
泉
客
舍
誰
家
宿
泉
の
客
舍
誰
が
家
に
宿
す
る
西
園
美
人
四
句
第
一
句
か
ら
第
四
句
ま
で
、
高
	「
宮
女
圖
」
の
「
女
奴
醉
を
扶
け
て
6苔
を
踏
み
、
明
 
西
園
宴
に
侍
し
て
廻
る
、
小
犬
(を
7て
て
空
し
く
影
に
吠
ゆ
、
夜
深
の
宮
禁
誰
か
來
た
る
有
ら
ん
」
を
ふ
ま
え
る
。
錢

『
列
詩
集
』
甲
集
高
	「
宮
女
圖
」
詩
8
引
の
「
!中
野
史
」
は
、
高
	が
こ
の
詩
に
よ
っ
て
9を
招
い
た
と
す
る
。
尤
珍
8の
七
:「
宮
女
圖
」
（
『
高
太
史
大
,集
』
卷
一
七
）
に
つ
い
て
の
記
;は
錢

『
列
詩
集
』
甲
集
「
宮
女
圖
」
詩
8に
本
づ
尤
<『
擬
明
史
樂
府
』
譯
8（
三
）（
=本
・
尤
<研
究
会
）
77
く
。
ま
た
、
朱
彜
『
靜
志
居
詩
話
』
卷
三
に
「
世
に
傳
う
侍

は
宮
女
圖
詩
に
因
っ
て
を
賈 か
う
、
孝
陵
（
太
）
猜
忌
し
、
或
い
は
之
れ
有
り
、
然
れ
ど
も
集
中
に
又
た
「
題
畫
犬
詩
」
（
『
高
太
史
大
集
』
卷
一
八
）
有
り
て
云
う
、
兒
初
め
て
長
じ
尾
は
茸
じ
よ
う
茸 じ
よ
うた
り
、
行
ゆ
く
金
鈴
を
	か
す
細

の
中
、
瑤
階
に
向
か
い
て
人
影
に
吠
ゆ
る
莫
か
れ
、
羊
車
夜

深
宮
を
出
づ
と
、
此
れ
則
ち
明
初
の
掖
庭
の
事
に
せ
ず
、
二
詩
或
い
は
是
れ
庚
申
君
（
元
の
順
）
を
刺 そ
し
り
て
作
る
、
事
を
好
む
、
之
に
因
っ
て
傅
會
す
る
な
り
」
と
あ
る
。
西
園
に
つ
い
て
、
本
一
「
西
園
集
圖
を
め
ぐ
っ
て
」
（
上
）
（
『
京
國
立
物
學
叢
』
第
一
二
號
一
九
九
〇
年
三
）
に
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。
西
園
と
い
う
名
の
庭
園
は
、
代
に
そ
れ
が
あ
る
。
早
く
は
『
後
書
』
靈
紀
に
、
「
中
五
年
（
一
八
八
）
八
、
初
め
て
西
園
八
校
尉
を
置
く
」
と
あ
り
、
い
で
『
宋
書
』
符
瑞
志
に
、
「
白
燕
司
徒
府
の
西
園
に
集
る
」
と
い
い
、
ま
た
『
北
史
』
元
景
晏
傳
に
、
「
孝
昭
は
嘗
つ
て
功
臣
に
西
園
の
宴
を
與
う
」
と
い
う
。
こ
れ
ら
の
庭
園
は
、
單
に
宮
中
の
西
と
い
う
位
置
を
示
し
た
普
名
詞
で
あ
っ
た
も
の
が
、
第
に
固
有
名
詞
に
轉
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
思
う
に
宴
は
、
午
後
か
ら
夜
に
ぶ
の
が
例
で
、
そ
の
た
め
長
く
陽
の
射
す
西
園
で
行
な
わ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
宮
中
で
も
、
大
き
な
庭
園
は
す
べ
て
宮
の
西
に
設
け
ら
れ
、
北
京
の
西
に
至
る
代
の
首
に
於
い
て
も
、
そ
の
よ
う
で
あ
る
。
（
中
略
）
西
園
と
呼
ば
れ
る
庭
園
は
、
宮
中
を
初
め
と
し
て
、
最
も
俗
な
庭
園
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
し
ば
し
ば
宴
が
夜
に

ん
で
催
さ
れ
る
。
鞦
韆
ぶ
ら
ん
こ
。
 
!
"に
行
う
戲
。
『
開
元
天
寶
#事
』
卷
下
に
「
天
寶
の
宮
中
、
 
!
"に
至
れ
ば
、
競
っ
て
鞦
韆
を
竪 た
て
、
宮
嬪
の
輩
を
し
て
戲
笑
せ
令 し
め
、
以
て
宴
樂
を
爲
す
」
と
あ
り
、
宮
中
の
女
官
が
ぶ
樣
を
傳
え
て
い
る
。
小
侯
$侯
に
封
ぜ
ら
れ
た
功
臣
や
外
戚
の
子
孫
。
%
&喬
『
答
萬
季
埜
詩
問
』
不
分
卷
に
「
問
う
、
『
小
犬
'を
(て
て
空
し
く
影
に
吠
ゆ
』
、
意
何
の
指
す
)ぞ
と
、
答
え
て
曰
く
、
太

陳
友
諒
を
破
り
、
其
の
*妾
を
別
室
に
貯 たく
わう
、
李
善
長
の
子
弟
窺 き
覘 て
んす
る
有
り
。
故
に
詩
に
然 し
か云
う
、
李
・
高
の
を
得
る
や
、
皆
此
を
以
て
也
」
と
あ
る
。
李
韓
公
は
、
李
善
長
（
一
三
一
四
―
一
三
九
〇
）。
字
は
百
室
。
安
徽
定
+の
人
。
開
國
の
功
臣
で
、
洪
武
三
年
（
一
三
七
〇
）、
韓
國
公
に
封
ぜ
ら
れ
た
。
胡
惟
庸
の
獄
の
後
、
洪
武
二
三
年
（
一
三
九
〇
）、
李
善
長
の
弟
李
存
義
が
胡
惟
庸
と
謀
反
し
、
李
善
長
も
そ
れ
を
默
,し
た
と
し
て
一
族
も
ろ
と
も
誅
-さ
れ
た
。
そ
の
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
三
集
78
罪
を
朱
元
璋
自
ら
『
昭
示
姦
黨
三
』
に
書
き
、
處
罰
の
正
當
性
を
天
下
に
布
し
た
。
傳
は
『
明
史
』
卷
一
二
七
。
７
「
刀
筆
吏
」
を
參
照
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
尤
珍
の
豫
章
侯
と
は
胡
美
（
？
―
一
三
八
四
）。
初
名
は
瑞
、
湖
北
陽
の
人
。
洪
武
三
年
（
一
三
七
〇
）
豫
章
侯
に
封
ぜ
ら
れ
た
。
一
七
年
（
一
三
八
四
）、
貴
妃
で
あ
る
胡
美
の
長
女
が
、
そ
の
女
壻
と
と
も
に
宮
中
を
亂
し
た
と
さ
れ
、
女
壻
は
刑
死
、
胡
美
も
自
盡
を
賜
っ
た
。
傳
は
『
明
史
』
卷
一
二
九
。
踰
短
牆
短
牆
は
低
い
垣
根
。
垣
根
を
乘
り
越
え
る
と
は
、
晉
の
韓
壽
の
故
事
。
韓
壽
は
上
司
賈
充
の
娘
が
自
分
に
思
い
を
寄
せ
て
い
る
と
賈
充
の
娘
の
召
使
い
か
ら
傳
え
ら
れ
て
心
動
き
、
逢
を
願
っ
た
。
人
並
み
は
ず
れ
て
身
輕
だ
っ
た
韓
壽
は
、
牆
を
越
え
て
家
に
入
り
、
賈
充
の
娘
に
逢
っ
た
。
後
に
そ
れ
を
知
っ
た
賈
充
は
、
娘
を
娶
ら
せ
た
と
い
う
。『
世
	新
語
』
惑
溺
篇
に
見
え
る
。
牢
牢
擬
聲
語
、
ば
う
ば
う
。
犬
の
鳴
き
聲
。

李
漁
『
凰
求
鳳
』

賢
に
「
を
て
て
子
犬
牢
牢
と
し
て
吠
ゆ
る
は
、
應
に
是
れ
門

に
人
來
た
る
有
る
べ
し
」
と
あ
る
。
王
建
（
七
六
六
？
―
八
三
一
？
）

か
ら
中
に
か
け
て
の
詩
人
。
字
は
仲
初
。
樂
府
體
に
優
れ
、
後
に
張
と
と
も
に
張
王
樂
府
と
稱
さ
れ
た
。
「
宮
詞
」
一
百
首
に
つ
い
て
、
王
樞
密
が
、
宮
中
の
事

を
い
か
に
し
て
知
り
え
た
の
か
と
ね
た
の
に
對
し
て
、
王
建
は
答
え
ら
れ
ず
、
後
に
詩
を
っ
て
疑
惑
を
拂
拭
し
た
、
と
い
う
話
が
あ
る
（
『
詩
紀
事
』
卷
四
四
）。
高
の
門
人
呂
「
槎
軒
集
本
傳
」
は
、
高
の
樂
府
を
「
其
の
新
聲
は
張
・
王
建
と
雖
も
ば
ざ
る
有
り
」
と
し
て
い
る
。
鉤
數
人
ず
つ
二
組
に
分
か
れ
、
一
組
の
誰
か
が
勾
玉
を
握
り
、
相
手
側
が
そ
れ
を
當
て
る
戲
。
文
人
輕

文
人
は
輕
々
し
く
て
眞
心
が
少
な
い
。
『
顏
氏
家
訓
』
文
章
に
「
古
自
り
文
人
、
多
く
輕
に
る
」
と
あ
る
。
帷

と
ば
り
と
す
だ
れ
。
閨
門
。
帷
と
も
書
く
。
『
書
』
卷
四
八
・
賈
誼
傳
に
「
穢
淫
亂
な
る
男
女
別
を
 
う
し
なう
に
坐
す
る
!は
、
穢
と
曰
わ
ず
、
帷

修
ま
ら
ず
と
曰
う
」
と
あ
る
。


"任
臣
『
十
國
春
秋
』
卷
二
八
・
韓
熙
載
傳
に
「
妓
四
十
輩
を
#え
、
其
の
出
入
を
縱
に
し
、
客
と
雜
居
し
、
帷
$
修
ま
ら
ず
、
物
議
閧
然
た
り
」
と
あ
り
、
風
流
冠
%と
稱
さ
れ
た
韓
熙
載
は
噂
が
わ
ざ
わ
い
し
て
宰
相
に
な
れ
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
上
梁
文
棟
上
げ
を
&う
文
章
。
魏
'の
た
め
に
書
い
た
と
さ
れ
る
こ
の
「
上
梁
文
」
は
、
高
の
現
行
の
テ
キ
ス
ト
に
は
見
え
な
い
。
た
だ
、
七
律
「
郡
治
上
梁
詩
」
（
『
高
太
史
大
(』
卷
一
五
）
が
あ
り
、
そ
れ
に
は
「
郡
治
新
た
に
)る
*
'の
雄
、
文
梁
高
く
+が
り
,
空
に
跨
が
る
、
南
山
久
し
く
-う
雲
を
干 お
かす
.、
東
/初
め
て
生
尤
0『
擬
明
史
樂
府
』
譯
（
三
）（
1本
・
尤
0研
究
会
）
79
ず
日
を
貫
く
虹
、
龍
庭
の
與 た
めに
を
宣 の
ぶ
る
こ
と
か
ら
ん
と
欲
し
、

ま
た
燕
寢
を
開
き
て
詩
を
賦
す
る
こ
と
工
な
り
、
大
材
今
作
る
堂
の
用
、
民
庶
多
く
歸
す
廣
庇
の
中
」
と
あ
る
。
明
徐
師
曾
『
文
體
明
』
附
卷
一
三
に
、
「
按
ず
る
に
、
上
梁
文
は
、
工
師
上
梁
の
語
な
り
、
世
俗
は
宮
室
を
營
む
に
、
必
ず
吉
を
擇
び
て
上
梁
し
、
親
	
麪 め
んを
裹 つ
つみ
、
他
物
を
雜
え
て
慶
を
稱
え
、
因
り
て
以
て
匠
人
を
犒 ねぎ
らう
、
是
に
於
て
匠
人
の
長
、
麪
を
以
て
梁
に
抛
り
、
此
の
文
を
誦
し
て
以
て

す
」
と
あ
る
。
魏
は
、
字
は
杞
山
、
湖
北
蒲
圻
の
人
。
朱
元
璋
に
招
か
れ
國
子
助
に
任
じ
ら
れ
、
侍
讀
學
士
・
國
子
祭
酒
を
任
し
た
。
洪
武
五
年
（
一
三
七
二
）
蘇
州
に
赴
任
し
、
任
の
苛
政
を
改
め
て
學
舍
を
建
て
る
な
ど
、
そ
の
功
績
は
大
き
く
、
姑
蘇
五
大
守
の
一
人
と
さ
れ
た
。
傳
は
『
明
史
』
卷
一
四
〇
。
謀
反
共
同
謀
議
。
庭
空
梁
隋
の
煬
に
誅
さ
れ
た
薛
衡
と
王
冑
の
故
事
。
文
才
に
自
信
を
い
て
い
た
煬
は
、
自
分
の
右
に
出
る
が
い
る
こ
と
を
好
ま
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
司
隸
の
薛
衡
は
罪
を
得
て
誅
さ
れ
た
。
そ
の
際
「
更
に
能
く
『
空
梁
燕
泥
を
と
す
』
と
作
る
や
否
や
」
と
言
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
煬
が
燕
歌
行
を
作
り
、
文
士
が
皆
和
し
た
の
に
對
し
て
、
作
の
王
冑
は
從
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
を
快
く
思
わ
な
か
っ
た
煬
は
王
冑
を
誅
し
た
。
刑
に
臨
ん
で
王
冑
は
「
『
庭
人
無
く
し
て
隨
意
に
な
り
』
と
。
復
た
能
く
此
の
語
を
作
る
耶
」
と
言
っ
た
と
い
う
。
『
隋
嘉
話
』
卷
上
に
見
え
る
。
薛
衡
・
王
冑
の
「
空
梁
燕
泥
を
と
す
」「
庭
人
無
く
し
て
隨
意
に
な
り
」
と
い
う
詩
句
は
、
激
し
い
文
人
彈
壓
の
末
に
ひ
ろ
が
る
涼
た
る
況
を
比
喩
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
句
は
朱
元
璋
を
煬
に
、
高
・
孫
賁
を
薛
衡
・
王
冑
に
擬
し
、
詩
文
を
書
く
際
に
細
心
の
意
を
拂
っ
て
お
か
な
い
と
、
取
り
し
の
つ
か
な
い
こ
と
に
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
鼓
長
江
ワ
ニ
の
皮
を
は
っ
た
鼓
。
こ
こ
で
は
、
死
刑
執
行
の
合
圖
。
 庭
!「
昆
明
治
水
戰
詞
」
に
、
「
"鼓
三
聲
し
て
天
子
に
報
ず
、
雕
旗
獸
艦
波
を
凌
ぎ
て
#つ
」
と
あ
る
。
孫

こ
の
孫
$の
詩
に
つ
い
て
、
趙
%は
『
&餘
叢
考
』
卷
二
四
「
孫
$詩
」
の
中
で
、
五
代
江
爲
「
臨
刑
詩
」
と
の
'似
を
指
摘
し
、
孫
$詩
が
刑
に
臨
ん
で
江
爲
の
詩
を
詠
じ
た
も
の
と
推
測
す
る
。
同
詩
を
こ
こ
に
(げ
る
。
「
衙
鼓
人
を
)す
こ
と
*に
し
て
、
西
の
か
た
傾
き
て
日
斜
な
ら
ん
と
欲
す
、
泉
に
+店
無
く
、
今
夜
誰
が
家
に
宿
す
る
」
。
江
爲
「
臨
刑
詩
」
は
陶
岳
『
五
代
史
補
』
卷
五
,收
。
『
-
詩
』
卷
七
四
七
。
な
お
、
小
島
.之
『
/
0以
』
第
三
章
「
1江
2
後
の
文
學
そ
の
二
―
大
津
皇
子
の
臨
3
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
三
集
80
詩
を
中
心
と
し
て
」
、
濱
政
司
「
大
津
皇
子
臨
詩
と
金

・
三
問
―
日
中
の
臨
刑
詩
の
系
譜
」
、
金
文
京
「
泉
の
宿
―
臨
刑
詩
の
系
譜
と
そ
の
背
景
」
な
ど
が
、
大
津
皇
子
「
臨
一
	」
（『
懷
風

』
卷
一
）・
陳
後
詩
（「
淨
名
玄
論
略
」
卷
一
本
）・
江
爲
・
孫
な
ど
の
「
臨
刑
詩
」
と
の
似
を
指
摘
し
、
關
係
性
を
考
察
し
て
い
る
。
西
園
の
美
女
は
宴
に
侍
り
、
歸
っ
て
こ
っ
そ
り
ぶ
ら
ん
こ
の
下 も
とに
立
つ
。
ど
こ
ぞ
の
小
侯
が
低
い
垣
根
を
越
え
て
き
て
、
園
の
犬
が
ば
う
ば
う
と
深
夜
に
吠
え
る
。
む
か
し
王
建
は
宮
詞
を
作
っ
た
が
、
宮
中
の
祕
事
を
な
ぜ
知
り
え
た
の
だ
ろ
う
。
文
人
は
輕
々
し
く
、
く
慮
し
な
い
の
で
、

も
つ
い
に
と
ば
り
の
奧
の
祕
め
事
に
羞
じ
い
っ
た
。
上
梁
文
は
も
ち
ろ
ん
罪
を
れ
え
な
い
。
詩
文
な
ど
は
罪
で
謀
反
で
は
な
い
の
だ
が
、
薛
衡
や
王
冑
の
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
後
し
て
も
も
う
お
そ
い
。
ご
ら
ん
太
鼓
が
三
度
鳴
っ
て
、
孫
が
さ
れ
た
、
泉
の
客
舍
で
は
一
体
ど
こ
に
泊
ま
ろ
う
か
。
（
石
村
貴
）
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醉
仙
樓
朱
元
璋
は
、
洪
武
二
七
年
（
一
三
九
四
）、
天
下
が
泰
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
民
と
樂
し
み
を
共
に
し
よ
う
と
思
い
、
工
部
に
命
じ
て
十
酒
樓
を
江
東
の
門
の
外
に
作
ら
せ
た
。
醉
仙
樓
は
そ
の
時
作
ら
れ
た
酒
樓
の
一
つ
で
あ
る
。『
明
實
』『
萬
野

』
に
は
後
に
五
樓
が
作
ら
れ
た
と
あ
る
も
の
の
、
樓
の
合
計
は
十
四
、
十
六
な
ど

あ
る
（
大
木
康
『
中
國
里
空
 』
に
詳
し
い
）。
朱
元
璋
は
詔
を
出
し
て
文
武
百
官
鈔
を
賜
い
、
こ
の
醉
仙
樓
で
宴
會
を
開
い
た
と
い
う
。
そ
の
名
!の
由
來
は
明
劉
"『
巳
瘧
』
に
、
「
三
山
門
外
に
醉
仙
樓
有
り
、
中
秋
に
劉
三
吾
・
宋
濂
・
董
倫
・
王
景
・
陶
安
等
と
醉
飮
す
る
を
以
て
名
を
得
た
り
」
と
言
う
。
場
#は
$
%暉
『
二
續
金
陵
瑣
事
』
十
六
樓
基
地
に
、
「
醉
仙
樓
西
關
中
街
の
南
に
在
り
」
と
あ
る
。
朱
元
璋
は
、
詔
を
出
し
て
文
武
百
官
鈔
を
賜
い
、
醉
仙
樓
で
宴
會
を
開
い
た
。
そ
の
後
、
數
日
も
せ
ず
、
士
錢
宰
せ
ん
さ
いら
が
蔡
沈
『
書
集
傳
』
を
訂
正
し
た
功
績
を
勞
う
宴
を
南
市
樓
で
催
し
た
。
皇
&の
'威
を
世
に
示
す
た
め
に
催
さ
れ
た
宴
で
あ
る
。
尤
(『
擬
明
史
樂
府
』
譯
)（
三
）（
*本
・
尤
(研
究
会
）
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同
じ
頃
、
朱
元
璋
は
、
國
家
體
制
の
確
立
を
企
圖
し
て
役
人
を
嚴
し
く
締
め
付
け
、
文
人
を
激
し
く
彈
壓
し
て
い
る
。

、

に
出

す
る
際
、
こ
れ
が
今
生
の
別
れ
と
覺
悟
し
、
歸
宅
で
き
る
と
今
日
も
無
事
だ
っ
た
、
と
お
互
い
手
を
取
り
合
っ
て
喜
ん
だ
、
と
い
う
話
が
殘
る
（
『
稗
史
彙
』
卷
七
四
。
文
人
彈
壓
に
つ
い
て
は
詩
13「
上
梁
文
」
參
照
）。こ
の
よ
う
な
壓
制
下
で
生
き
る
よ
り
は
、
醉
仙
樓
の
酒
な
ど
飮
ま
ず
に
隱
	と
な
っ
て

ら
し
た
方
が
よ
い
と
尤
は
言
う
。
［
尤
珍
］
上
工
部
に
命
じ
て
十
樓
を
江
東
門
に
作
り
、
民
を
し
て
酒
肆
を
設
け
令
む
、
後
又
た
五
門
を
す
、
詔
し
て
百
官
鈔
を
賜
う
、
醉
仙
樓
に
宴
す
、
［
料
］
『
明
實
』「
太
實
」
洪
武
二
七
年
八
、
陳
田
『
明
詩
紀
事
』
甲
籤
卷
一
四
、
明
軌
「
宴
南
市
樓
」
詩
、
朱
彜
『
靜
志
居
詩
話
』
卷
三
錢
宰
項
、
朱
彜
『
明
詩
綜
』
卷
八
軌
「
宴
南
市
樓
」
詩
、

暉
『
二
續
金
陵
瑣
事
』
十
六
樓
基
地
、
『
萬
野

』
補
卷
三
「
建
酒
樓
」・「
禁
歌
妓
」、『
稗
史
彙
』
卷
七
四
・
國
門
刑
法
「
皮
場
廟
」、
明
劉
『
巳
瘧
』、
大
木
康
『
中
國
里
空
』
（
土
 ・
二
〇
〇
一
年
一
二
）
醉
仙
樓
賣
酒
務
醉
仙
樓
は
酒
務
を
賣
る
有
笙
歌
後
妓
女
に
笙
歌
有
り
後
に
妓
女
あ
り
當
時
命
宴
群
臣
處
當
時
宴
を
命
じ
て
群
臣
處 お
ら
し
む
」
群
臣
早
大
明
宮
群
臣
早 つ
とに
す
大
明
宮
天
威
咫
尺
雷
霆
中
天
威
咫
尺
な
り
雷
霆
の
中
一
言
失
意
歐
刀
死
一
言
意
を
失
え
ば
歐
刀
に
死
す
鉤
黨
常
見
班
聯
空
鉤
黨
常
に
見
る
班
聯
の
空
し
き
を
!
"委
蛇
且
不
暇
!
た
い
"
し
委 い
蛇 い
た
り
て
も
且
つ
暇
あ
ら
ず
誰
能
銜
杯
話
從
容
誰
か
能
く
杯
を
銜
み
話 か
たり
て
從
容
た
ら
ん
」
詔
書
#賢
日
日
有
詔
書
賢
を
#す
る
こ
と
日
日
有
る
も
高
人
卻
向
山
中
走
高
人
卻
っ
て
山
中
に
向
っ
て
走
る
山
中
有
水
可
樂
$
山
中
に
水
有
り
$を
樂 い
やす
べ
し
莫
飮
醉
仙
樓
上
酒
飮
む
莫
か
れ
醉
仙
樓
上
の
酒
」
賣
酒
務
酒
務
は
酒
に
關
す
る
々
の
業
務
。
賣
は
提
供
す
る
。
宋
%
&得
『
石
林
詩
話
』
卷
下
に
、「
王
荊
公
江
東
提
刑
と
爲
り
、
'
(
し
て
饒
に
至
り
、
酒
務
を
按
ず
」
と
あ
る
。
早
大
明
宮
早
く

に
出
す
る
。
賈
至
の
「
早
大
明
宮
)
兩
省
僚
友
」
詩
を
ふ
ま
え
る
。
大
明
宮
は
*代
の
宮
殿
で
、
貞
+八
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國
詩
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叢
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年
（
六
三
四
）に
營
さ
れ
、
高
宗
以
後
、
天
子
が
こ
こ
に
ん
だ
。
賈
至
は
こ
の
詩
を
杜
甫
・
王
維
・
岑
參
に
り
、
彼
ら
も
酬
唱
し
た
。
天
威
天
子
の
威
嚴
。
天
子
。『
左
傳
』
僖
九
に
、「
天
威
顏
を
え
ず
し
て
咫
尺
也
」
と
あ
る
。
咫
尺
は
、
非
常
に
い
こ
と
。
雷
霆
雷
鳴
、
い
か
づ
ち
。
『
左
傳
』
襄
十
四
に
「
民
其
の
君
を
奉
じ
、
之
を
愛
す
る
こ
と
父
母
の
如
く
、
之
を
仰
ぐ
こ
と
日
の
如
く
、
之
を
う
こ
と
	明
の
如
く
、
之
を
畏
る
る
こ
と
雷
霆
の
如
し
」
と
あ
る
。
歐
刀
罪
人
を
處
刑
す
る
の
に
使
う
刀
。
『
後

書
』
卷
五
八
・


傳
に
、「
ろ
歐
刀
に
伏
す
と
も
、
以
て

を
示
さ
ん
」
と
あ
り
、
李
賢
は
「
歐
刀
は
、
人
を
刑
す
る
の
刀
也 な
り」
と
す
る
。
鉤
黨
黨
人
。
仲
。
こ
こ
で
は
胡
・
の
黨
を
指
す
。
『
後

書
』
卷
八
・
靈
紀
に
、
「
皆
鉤
黨
と
爲
り
て
獄
に
下
る
」
と
あ
り
、
李
賢
は
「
鉤
は
、
相
い
牽
引
す
る
を
謂
う
也 な
り」
と
す
る
。
班
聯

で
の
役
人
の
席
。
役
職
ご
と
に
た
つ
べ
き
位
置
。
こ
こ
で
は
、
處
罰
さ
れ
た
黨
人
の
場
。
李
綱
「
謝
宰
執
復
大
觀
文
」
に
「
班
聯
を
書
殿
に
冠
し
、
更
に
據
る
に
非
ざ
る
の
譏
を
貽 の
こす
」
と
あ
る
。

委
蛇

か
ら
家
に
歸
り
、
ゆ
っ
た
り
ち
く
こ
と
。
委
蛇
は
ゆ
っ
た
り
ち
い
た
さ
ま
。
『
詩
』
召
南
・
羔
羊
の
「
公
自
り
き
て
ら
う
委
蛇
た
り
委
蛇
た
り
」
を
ふ
ま
え
る
。
朱
子
『
詩
集
傳
』
は
、
「

は
よ
り
き
て
家
に
ら
う
な
り
。
自
公
は
公
門
よ
り
出
づ
る
也 な
り」
と
く
。
高
人
高
士
。
官
に
仕
え
な
い
優
れ
た
人
物
。
梁
江
總
「
攝
山
棲
霞
寺
詩
」
に
「
登
頓
す
丹
霞
の
杪
、
仰
す
高
人
の
」
と
あ
る
。
可
樂

え
を
 す
こ
と
が
で
き
る
。
『
詩
』
陳
風
・
衡
門
に
「
衡
門
の
下
、
以
て
棲
遲
す
可
し
。
泌
の
洋
洋
た
る
、
以
て
を
樂 い
やす
可
し
」
と
あ
り
、
鄭
玄
は
「
以
て
飮
み
て
え
を
!
い
やす
可
し
」
と
す
る
。
!は
治
に
同
じ
（『
文
』
卷
七
）。
醉
仙
樓
は
酒
を
"う
、
#に
は
笙
と
歌
後
ろ
に
は
妓
女
が
い
る
、
時
に
は
宴
會
を
開
か
せ
て
は
群
臣
を
參
加
さ
せ
た
。
群
臣
は
大
明
宮
に
早
く
參
$し
、
天
子
は
ま
く
雷
の
中
に
い
る
よ
う
だ
。
一
言
機
%を
損
な
え
ば
、
斬
り
&さ
れ
て
し
ま
い
、
胡
の
黨
は
常
に
空
席
を
見
る
。
仕
事
を
'え
家
に
歸
っ
て
も
安
心
で
き
な
い
、
誰
が
酒
を
飮
ん
で
ゆ
っ
た
り
と
語
っ
て
い
ら
れ
よ
う
か
。
詔
書
が
(日
賢
人
を
召
そ
う
と
す
る
が
、
尤
)『
擬
明
史
樂
府
』
譯
（
三
）（
*本
・
尤
)研
究
会
）
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か
え
っ
て
高
士
は
山
中
に
げ
る
。
山
中
に
も
水
が
あ
り
え
を
い
や
す
こ
と
は
で
き
る
、
醉
仙
樓
の
酒
を
飮
ん
で
は
い
け
な
い
。
（
石
村
貴
）
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國
詩
文
論
叢
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